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はじめに
ガス分析は、資源・エネルギー分野や環境分野など、幅

広いフィールドで行われています。主な分析対象は、H2や
CO、CO2といった無機ガスや、CH4をはじめとした低級炭
化水素ガスといった成分であり、現在、主にGCで分析が行
われています。既報の Application News No. 01-00858 では、
BrevisTM GC-2050に搭載されたTCD および BIDを使用して、
ガスサンプルを分析した例をご紹介しました。

ただし、GCにおいては、定性分析に標準物質が必要であ
るため、ガスサンプル中の不純物などの未知成分の定性分
析は困難です。また、無機ガス分析においては、ピークを
カラムで完全に分離することが難しいことがあります。GC
においては、ピークを完全に分離できない場合、定性・定
量が困難になります。

一方、GC-MSを使用したガス分析では、マススペクトル
のライブラリ検索を行うことで、標準物質を使用すること
なく、未知成分を定性することが可能です。またGC-MSで
は、マスクロマトグラムを使用して定量するため、ピーク
が重なった場合でも定量が可能です。

本アプリケーションニュースでは、コンパクト設計なが
ら高い分析性能を有するGCMS-QP2050を使用して、無機ガ
スおよび低級炭化水素ガスを高感度に分析しました。また、
ガスサンプルの導入には、オートガスインジェクタ GI-30を
使用しました。GI-30の使用により、ガスサンプルの自動連
続分析が可能になりました。加えて、マニュアルでのサン
プル導入時と比べて高い再現性を実現しました。

 GCMS-QP2050でガスサンプルを分析することにより、微量の無機ガス・低級炭化水素ガスを高感度に分析できます。
 GC-MSを使用したガス分析では、定量分析だけでなく、ガスサンプル中の未知成分の定性分析も可能です。
 オートガスインジェクタ GI-30を使用することにより、ガスサンプルの自動連続分析が可能になります。分析者の負担

を減らすだけでなく、液体試料導入と同等の高い再現性も実現できます。

GCMS-QP2050とオートガスインジェクタ
GI-30を用いた高感度ガス分析
菅野 奈都子
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図 1 GCMS-QPTM2050 + GI-30の外観

表 1 分析条件

Model : GCMS-QP2050（注入口：SPI） + GI-30
（注：GCMS-QP2050 Entryでは、真空ポンプの排気速度の違いにより、この分析条件は使用できません。）

[GI-30] [MS]
Loop Volume : 1 mL Ion Source Temp. : 200℃
Purge Gas : He（20 kPa） Interface Temp. : 250℃
[GC] Pumping Speed : 255 L/s
Inj. Temp. : 150 ℃ Acquisition Mode : SIM
Carrier Gas : He Event Time : 0.3 s
Inj. Mode : Split 4 Ionization Voltage : 20 V
Flow Mode : Column Flow（7.0 mL/min） Emission Current : 20 µA
Purge Gas : 3.0 mL/min Monitoring m/z : 図2 参照
Column : MICROPACKED-ST（2.0 m×1.0 mm I.D.）

（流量計算のため、250 m×0.50 mm I.D., df = 15 µmと入力）
Oven Temp. : 35℃（2.50 min）– 20 ℃/min – 250℃– 15℃/min

 – 270℃（5.42 min）

装置構成・分析条件
GCMS-QP2050を使用して、ガスボンベ中の標準混合ガス

サンプル（10ppm）を分析しました。GC-MSへのガスサン
プルの導入には、オートガスインジェクタ GI-30（P/N : 
S221-89755-41）を使用しました。装置構成を図1に示しま
す。

また、使用した分析条件を表1に示します。ここで、標準
的なイオン化の条件である、イオン化電圧70 Vおよびエ
ミッション電流 60 µAでは、キャリアガスのHeがイオン化
することによって、m/z 2のイオンが多大に生じ、H2（モニ
ターイオン：m/z 2）の検出が困難になります。そのため、
SIMモードでの分析の際には、イオン化電圧を20 V、エミッ
ション電流を20 µAに設定することにより、Heのイオン化
を抑制しました。
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SIMモードによる分析
10ppm標準混合ガスをSIMモードで分析しました。得ら

れたSIMクロマトグラムを図2に示します。使用したモニ
ターイオン（m/z）も、同様に図2中に示しました。

SIMモードによる分析において、イオン化電圧を20 V、エ
ミッション電流を20 µAに設定したことにより、キャリアガ
スのHeのイオン化が抑えられ、H2を高感度に検出すること
ができました。また、Scanモードで得られたTICクロマトグ
ラムでは、O2とN2のピークが重なってしまいましたが、
SIMモードでマスクロマトグラムを取得することにより、
ピークを分離することが可能になりました。

GI-30を使用した自動連続分析
オートガスインジェクタ GI-30は、自動的に一定量のガス

サンプルをGCに導入する前処理装置です。ガスボンベまた
はサンプルバッグを接続して使用します。GI-30とガスボン
ベを接続すると、ガスサンプルの自動連続分析が可能にな
ります。

また、GI-30はバルブパージ機構（オプション）を搭載し
ており、内部のバルブにガスをパージすることで、バルブ
への大気の漏れ込みを低減することができます。N2やO2と
いった大気中の成分を分析対象とする場合や、微量成分を
分析したい場合に有効です。

10ppm標準混合ガスをSIMモードで自動連続分析した際
の、面積値再現性（%RSD）を表2に、また、例として、
CH4のSIIMクロマトグラムの重ね書きを図3に示します。GI-
30では、サンプルループに一定量のガスを量りとってGCに
導入することから、全ての化合物で良好な再現性を得るこ
とができました。

図 2 10ppm標準混合ガスのSIMクロマトグラム

表 2 n=10での面積値再現性

面積値再現性（%RSD）

H2 5.85
O2 1.56
N2 2.68
CO 2.71
CH4 0.574
CO2 0.725
N2O 0.708
C2H2 1.27
C2H4 1.11
C2H6 1.05

まとめ
GCMS-QP2050を使用して、H2をはじめとした無機ガス、

および低級炭化水素ガスを高感度に分析することができま
した。

また、ガスサンプルの導入には、オートガスインジェク
タ GI-30を使用しました。GI-30の使用により、ガスサンプ
ルの自動連続分析が可能になり、また自動サンプル導入に
よって、マニュアルでのサンプル導入時と比べて高い再現
性を実現しました。

省スペースかつ高い分析性能を有するGCMS-QP2050、お
よびガス分析の自動化・高精度化を実現するGI-30は、GC-
MSを用いたガス分析の更なる効率化を支援します。
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図 3 10ppm CH4のSIMクロマトグラム 重ね書き（n=10）
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関連製品 一部の製品は新しいモデルにアップデートされている場合があります。
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